
第53回シンポジウムルポ  
醜  

田中 健一（束京理科人骨   

20（）5年3Jj15【1，東京農l二人・、jご‥において「都市の  

OR」をテーマに節53Ⅰ口】シンポジウムが開催された．  

参加肴数は89名にも仁り，予想を上回る盛況ぶりで  

あった．帖広い分野の先′l三ノノが多数参加され，‘、iご‥」二の  

参加賞一数が非常に多かった∴l．くも，この分野への期待と  

l関心の．1▲了iさを感じさせた．シンポジウムぱ夫子ナ委fil主  

の川＝ 束先牛（中央人′、；ニ‥）の挨拶で藩を開けた．以  

卜‘に，5紆の先／lミんの講i簑油谷を，私の感想を交えな  

がら簡ii；一にまとめたい．   

以止別二，伏山川り光／巨（1軌1」人・、iご二）による「さまざ  

まな都市のOR」と題する講演が行われた．‡持貞で，  

「もともとIt＝＝虹生から，都市のOR研究グルーフに  

おける少h甘齢化という越【1でお暇いされたが，坊汀I二  

は都市のORには才1二丁・研究若や人′、押領三がたくさん参  

加していて，“少r一化’’という部分が納竜三幸し稚いので，  

この也‖にしました」と述べられ，苦丁一の多い（少十  

でない）現状を甘ばれた．北がl舶こおける都市の0Ⅰく  

研究の歴史について，1977年に設立された「地域研  

究部会」におけるメッシュデータに関する研究や，積  

分賂仲、；ご‥の郁l【J分析への心肺二間する研究が紹介され  

た．1997年OR乍会研究グルーフ「郡市のOR」グ）設  

、1／二を機に，現れでは「都市のORセミナー」として，  

牛に2l‖1，夏と冬に筑波人一、；ノ‥と面Il人乍でl欄催される  

発よ会で，清発な研究発よが寺J■われている．   

2番l＝ム 東川 治先隼（慶應義塾人て‥）による  

「恥lい旭築判子りの分析における跳離モデル」と越す  

る講演であった．1勺裾ま，［1］領域l甘サ均鉦離署近似  

公式，［2］交通網バターンが距妹分布に′j・える置き響を  

侶1けるノバム［3］三次ノ亡構造物の此離の分析ノノさ上  

の3本、1†てだ／ノた．いずゴLも，狛‡Jを分析する際にさ   

まざまなIJ面で澤場する移動粧離の取り扱いを肴論形  

式で展開したもので，差丁一研究署や′、㍗巨升梓来の研究  

へ瑚朋トが数多く盛り込まれた1隼料だった．最初に，  

2領域問のl在線距柾か平均値を近似する簡便な公式が  

紺介された．交通．汁l叫こおけるゾーン問平均跡離や，  

施．熟配箭モテルにおける施設（一んの領域が点の場   

合）までの、l雄川i鮒ま，領域の求心l粧炬経で代用され  
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開会の挨拶 実行委員長 田口 東先生   

る場合も多いようである．重心問距維に加えて糾貞域  

の縦ノブ向（車心を結ぶノブ直＝こl自二交するノノ向）の分散を  

考慮するL．近似精度が飛躍自引こIrりⅠ∵することが理論  

モデルと呪′夫の都「齢貞城を用いた例で報㍗された．′Jこ  

された公式は，妬めて汎用件が．で；jく簡他なものであり，  

さまぎまな抽而でのi－吊催が期待されるハワフルなもの  

であった．次に都市交適モデルで頻目する，三つの釦  

離（l自二級粧軋 直交神経，放射・環状鉦離）を想定し  

た円盤領域において，移動釦離分布を算目するための  

解析的丁・i去が提案された．放射・環状網は楢イー状網よ  

りも移軌抑離負抑から見てコンハクトであることが小  

さゴL，ローかレな道路網としては（域ノ叶の叩レJミ性に俊  

れ街lズが矩形となる）格イー状がよく，広域の移軌のた  

めの道路は放射・環状がよい，という町快な“標一言さテ’’  

が述べられた．最後に三次元の建傑物を結ぶ連絡通路  

の最適配眉を粧離分布から眺めるというl甘容が扱われ  

た．仙人拙二は，「都市における．汁両は∴拙二し、いこ  

とがあって誰に悪いことがあって，それがどれくらい  

なのか，ということを什、jニ‥の‖で分析することが重要  

である」とし、う．て葉が印象的だった．   

3尉1は，鈴木敦夫先′ト（南Ill人′、；ご：）による「il立通  

配箭問題をボロノイ図で考える」と越する．㈲満であ一ノ  

た．＝頭で，南山人′、rで′夫托しているさまぎまなOR  

叫列が紹介された．漸十キャンハスが所有するスクー  

オへレーションズ・ljサーチ   © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



ルバスの台数と運行計画を再検討したところ，かなり  

の経費削減が実現できた，との報告は会場からの反響  

も大きかった．こうした実践に基づいて，社会のいろ  

いろな場面にOR手法を適用して，役立つ成果を積極  

的に提示することの重要性を強調された．具体的な発  

表内容は，［1］救急車の管区割問題，［2］ラゲールポロ  

ノイ図を開いた平面上の競争立地問題，［3］ネットワ  

ーク上の競争立地問題，の3本立てであった．救急車  

の管区割問題は，サービスの秒単位の差が人命を左右  

する重要な問題であり，道路網を考慮したネットワー  

クボロノイ凶による詳細な分析が行われた．ネットワ  

ーク上の1次，2次，3次の高次ボロノイ凶を重ねて  

描くことにより，現状の管区割の評価が行えることが  

示された．続いて，連続平面上に離散的に分布する顧  

客集合と店舗集合とが与えられ，直線距離による最寄  

りの店舗選択を仮定した場合に，顧客を最も多く耳丈れ  

る新規店舗の立地場所（領域）を決定する問題が拭わ  

れた．この問題に，ラケールボロノイ図を応用するこ  

とで，既存のアルゴリズムを大幅に改良できることが  

祐告された．最後にこの間題をネットワーク上で扱う  

試みが示された．今回の発表は，詳細な道路データを  

直接利用しており，コンピュータの強みを再確認させ  

られた．また，ラケールボロノイ図とネットワークボ  

ロノイ図というボロノイ図の二つのバリエーションが，  

理論面と現実への適用との両面から扱われたのは，ボ  

ロノイ睦1の配置問題へのさらなる応用の可能性を示唆  

するものだった．   

4番目は，田日 東先生（中央大学）による「東京  

圏生活者の消雪行動と電車ネットワークによる移動」  

と題する講演であった．ユーモア溢れるソフトな語り  

＝で，計算機によるハードな出力をパワフルに示す田  

‖先生のスタイルは今回も発揮され，なごやかな雰囲  

気のなか講演が進められた．話題は，鉄道の利用促進  

を目的として鉄道会社が調査した詳細な消雪行動デー  

タを用いて現状分析を行う，というものだった．鉄道  

利用と非利用の移動について， トリップ目的別，平  

Lj・休日の別に，データが加工・整理され，行動パタ  

ーンがさまざまな角度から詳細に分析された．はじめ  

に，トリップ目的別の移動時間分布のヒストグラムや  

任意時刻における目的別のトリップ数を時間車由上に描  

いたヒストグラムが示され，平日の昼間や休日の鉄道  

利用が少ない現状が浮き彫りにされた．さらに，実際  

の路線上での目的駅までの行動パターンがビジュアル  

に示され，各駅の特徴比較が行われた．続いて，近接  

2005年7日号  

した二つの集客地域の競合を記述するモデルが提案さ  

れ，山手線のターミナル駅を用いたお客の取り合いに  

関する分析が行われた．ある出発駅から二つのターミ  

ナル駅（A駅とB駅）までの鼓短経路移動を仮定し，  

A駅に向かう途中経路にB駅が現れる場合には，あ  

る割合でB駅に吸収されてしまう，という構造が導  

入された．このモデルを用いて，二つの駅の利用者数  

データなどから，A駅に吸収される割合とB駅に吸  

収される割合とを算出し比較することで，駅の優位性  

を測るという斬新なアイディアであった．最後に，鉄  

道利用と非利用の行動パターンの差異が，トリップ［］  

的別（買い：物，外食，娯楽）に詳細に分析された．田  

Lj先生の発表には，データを詳細に分析して初めて明  

らかになる現実が数多くちりばめられており，理論モ  

デルを作成する際のヒントを得たガも多かったのでは  

ないか．モデルビルディングと実証分析との両面から  

のアプローチの重要性を痛感させられる内容だった．   

最後は，腰塚武志先生（筑波入学）による「移動か  

ら見た空間の分析」と越する講演であった．冒頭で，  

都市を構成する交通網や建築物などの人t物を，利用  

者の移動という視点から分析・評価することの重要性  

が唱えられた．都市計画の分野では，理論的な蓄積が  

十分になされていない現状が指摘され，空間分析の道  

具立てとして「距離分布」と「通過量分布」とが示さ  

れた．交通網や建築物などのあらゆる2地点間の移動  

を前提として，利用者が負担する移動距離の全体分布  

と，各地点を通過する移動量とを，空間の性質を測る  

道具として用いようというわけだ．まず，これらを単  

純な一次元領域で導くノバ去が詳細に説明され，続いて  

これらの指標による（総道路延長が等しい）放射状と  

格子状の道路パターンの比較が行われた．距離分布か  

ら見ると放射状の方がコンパクトであるが，通過量か  

ら見ると放射状は中心を多くの移動が横切るために渋  

滞の潜在性が高い一たが指摘された．異なる放射路間の  

移軌は一度中心に出る必要があるため，迂L口1の程度が  

格一了・状より大きくなりそうにも思えるが，結果はそう  

はならない．このように，ときに私たちの直観や思い  

込みを裏切る結果を，シンプルなモデルを用いて鮮や  

かに示す独自のスタイルに，魅力と格好良さとを感じ  

た学生も多かったことと思う．最後に，総床面積一定  

の三次元建築物の形状と距離分布との関係や，関東圏  

における鉄道網の発達と空間のコンパクトさに関する  

魅力的な話是引こも触れられた．腰塚先生のモデルが，   

多くの八に研究されさまぎまなバリエーションモデル  
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が提案されるのは，根本的な問題を掘り起こし，操作  注ぐとともに，L′lらもオリジナルな研究を次々に発表  

性の高いシンプルなモデルを提案する魚二あるのでは   する先勺三方のハワフルさにあらためて感銘を受けた．  

か－か．  盛l）だくさんの発表を聴いて，この分野の魅力と将来   

今回の発表を問いて，若手の育成に並々ならぬ力を  性を件確認させられた一軒だった．  

平成17年春季研究発表会ルポ  
三極丁二子  

山下  真（神奈川人草），中田 和秀（東京上装入′、；（・），後藤 順哉（筑i皮人・、iご二）   

1． はじめに   

、打戊17隼春季研究発表会は，31J16［1，17【1グ）2  

1川りにわたり，東京農l二人・丁：の′卜金井キャンハスで行  

われた．今回の研究発表会は，特別講演が2什，研究  

発表が139什あi），また，同時に企業車例ぇ流会が開  

催さメし こちらは5件の発表が行われた．参加番数は  

420名に上り，400名を越えるのは昨年の春季入会に  

続いて今回が2度【】である．このように大きな規模で  

子i－うこ とができたのは，実行委員会のノ皐月グ）賜物であ  

ろう．実I賢，今回の実行委員会の顔ぶれにはスケジュ  

ーリングの達人たちが名前を連ねていることからも、  

セッションの構成に関しても様々な」：夫が施されたの  

だろうと推測される．なお、会場となった′卜金井キャ  

ンパスでは，両tlとも隣接する建物において針本音響  

一半会の発表莞亘開かれており，ある程度の混雑も子想  

されたが，多くの准備のおかげで大きな混乱もなく，  

むしろ最寄り駅である東小金井駅からの誘導では向学  

仝の相乗効果にあずかることができた．   

ところで，あなたにとってオペレーションズ・ljサ  

ーチ・、㌢会の研究発表会の魅力は何であろうか？ 普段  

は接することのできない要職を担う万からの特別講演  

であろうか？ 多岐にわたる数々の最新の研究成果に  

つし－て知ることや，【1ごろ離れている仲間と旧交を深  

めること（＝研究のディスカッション！？）であろう  

か？ 研究発表を通しての新たな人脈の開拓という側  

面もあれば，意図せず目新しい個性を発見することも  

あるかもしれない．ちなみに，筆者は以上の魅力に加  

えて，洋段馴染みのない街でその街の名物を堪能でき  

ることし密かな楽しみにしている．実際，1日［寸のお  

尽に別に並んで食した油たっぷりのラーメンは，独特  

でなかなか美味であったのは一つの収穫であった．  
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特別講演：宮田清戒氏   

本稿では，筆舌たちの感想も交え， できるだけ多く  

の面からこの研究発表会の魅力を伝えたい．筆者たち  

の力青Åあり，皆さんなら感じるであろう魅力を十分  

に伝え切れないのは重々承知しているが，今回の研究  

発表のルホが，参加したんにとってはそういった魅力  

を思い川す助けとなり，参加していないんにとっては  

次l＝り」、降の参加への原動力の一端となれば辛いである．  

2．特別講演  

今回の研究発表会では，東京農1二大学学長の宮‖活  

蔵氏と内閣府政策統括宮の山本信一郎氏の2件の持別  

講演を聞く機会に恵まれた．2件ともに，将来を見据  

えた展望に満ちた講演であったと感じている．   

産官学連携が変える大学の未来図  

1【］目の′十後には，今回の会場を提供していただい  

た東京農Ⅰ二大学の学長である宮田酒蔵氏から，「加の  

産業化・大半の役割」ヒ超して講演があった．   

東京畏三上大学では，基本理念として「使命指向型教  

育研究一美しい地球特続のための全亡羊的努力  

（MORESENSE）」を掲げ．競争的環境の中での個性  

ある大学を「1指して改革を推進している．  
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